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事業概要１
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セラミックス
事業

エンジニアリング
事業

機能性セラミックス

セラミックス発熱体、酸素センサ、燃料電池用部材、セラミックスフィルター

耐摩耗セラミックス

粉砕用ボールおよび粉砕機用部材、各種摺動部材、ベアリングボール

耐熱セラミックス

各種熱処理用チューブ・ローラー・保護管・絶縁管、熱処理用容器・部材

理化学用陶磁器・その他

分析、研究用化学磁器、特殊耐火るつぼ、耐火断熱セメント

加熱装置

各種熱処理装置

計測機器・その他

温度センサ、温度計測、制御機器・システム、応力測定機器、各種計測機器

事業概要
セラミックスおよび計測機器・加熱装置の製造・販売を主な事業としており、品種別の主要な製品・商品は次のとおりです。

売上構成比
4.3％

売上構成比
48.7％

※2026年9月末時点

売上構成比
20.9％

売上構成比
1.6％

売上構成比
6.1％

売上構成比
18.4％
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EV車

 最先端技術から基幹産業まで、部品・材料メーカーの生産工程・研究開発を、当社のセラミックス製品が製造用部材として使用されています。

 当社主力製品の粉砕用ボールは、EV車や5G関連部品に使われるMLCC(積層セラミックコンデンサ)製造において、デファクトスタンダード（業界標
準品）として位置づけられ、主要国内メーカーのトップシェアを占めています。

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

事
業

エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ

事
業

仕入先
原料素材 調達

装置・機器
メーカー

• 顧客のニーズに最適な製品
とするため、複数のセラミッ
クス原料素材を調達

当社
製造

設計・開発・販売

顧客(部品・材料メーカー）

企業 研究開発部門
・大学等 研究機関

5G通信
関連製品

その他 基幹産業
医療・生活・エネルギー...

• セラミックスが持つ優れた耐
摩耗性・耐熱性・耐食性等の
特性を活かし、各種部品・材
料等の製造用部材として使用

• セラミックスの持つ特性を活かし、様々な産業・
製品の製造効率化・品質向上に間接的に貢献

• MLCCや全固体電池といった、先端技術製品
の各生産工程で、必須の製造用部材として使用

• 精密部品製造には、セラミックス部材も高品質・
高精度なものが求められる

• 一層の成長が期待されるEV車・5G通信関連製
品に必須である、MLCC・電池の製造に当社製品
が使用されており、需要は更に伸長する見込

電子部品
メーカー

• MLCC（コンデンサ）
• リチウム・全固体電池
• その他電子部品

自動車部品
メーカー

• センサ・基板
• モーター用磁石
• 塗料・インク

その他
部品・材料
メーカー

• 日用品・化粧品
• ガラス関連
• エネルギー施設部品
• 医療・歯科材料 他

エンドユーザー（製品メーカー）

開発・製品化

改良・新製品

安定品質の原料選択と調達

• ジルコニア
比重が高く、耐摩耗に優れ
る

• アルミナ
比較的安価で耐摩耗性・耐
熱性を有する

• 窒化ケイ素
比重が低く、耐摩耗性に優
れる

• その他原料

主な製品

• 耐摩耗セラミックス

• 耐熱セラミックス

• 機能性セラミックス

• 分析・研究開発用
化学磁器

特
徴

• 加熱装置
• 計測・制御機器
• 各種センサ 他

当社のビジネスモデル

4
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中期経営計画について2
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企業理念・ビジョン・スローガン

6



Copyrighting © NIKKATO CORPORATION. All Rights Reserved
7

「CONNECT30」3つの重点戦略

7
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「CONNECT30」3つの重点戦略
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資本効率の向上に向けて
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2027年3月期（第2Q)
決算概況3
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決算ハイライト

2027年3月期第2Q 決算ハイライト

売上高

66.6億円

前年同期比 +25.1％(+13.4億円)

営業利益

9.4億円

前年同期比 +89.3％（+4.4億円）

経常利益

9.9億円

前年同期比 +89.2％(+4.7億円)

当期純利益

7.2億円

前年同期比 +108.7％(+3.7億円)

研究開発費

1.6億円

前年同期比 +1.9％(+0.03億円)

セラミックス事業における電子部品業界の市況が上昇基調傾向にあり、エンジニアリング事業は自動車・重機
関連等を中心に設備投資が好調に推移。売上高は、前年同期比25.1％増の66.6億円。

営業利益については、前年比89.3％増の9.4億円となる。

人材投資

0.07億円

前年同期比 +9.8％(+0.006億円)
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P/L概要

※ROA・ROEの数値は第4四半期の実績数値を通期換算しております。

通期業績予想対前年2027年3月期 第2Q2026年3月期 第2Q

達成率予想増減率増減額売上比実額売上比実額

55.5%12,000,00025.1%1,337,5596,657,6815,320,122売上高

53.6%9,080,00019.2%782,07773.1%4,865,42976.8%4,083,351売上原価

50.1%1,700,00015.1%111,81612.8%851,95713.9%740,140販売費及び一般管理費

77.1%1,220,00089.3%443,66414.1%940,2949.3%496,630営業利益

76.9%1,290,00089.2%467,80914.9%992,4289.9%524,618経常利益

79.7%900,000108.7%373,43710.8%716,9446.5%343,507当期純利益

--1.9%2,9672.3%155,3932.9%152,426研究開発費

---31.22 -59.94 -28.75ＥＰＳ(円)

---3.5ｐｔ-7.4 -3.9ＲＯＡ（％）

---4.7ｐｔ-9.8 -5.1ＲＯＥ（％）

増収増益

（単位：千円）

セラミックス事業における電子部品業界の市況が上昇基調傾向にあり、エンジニアリング事業は自動車・重機関連等を中心に設備投資が好調に推移。
売上高は、前年同期比25.1％増の66.6億円で着地。

その結果、営業利益はセラミックス事業、エンジニアリング事業共に伸長し、前年比89.3％増と大きく成長。

※ROA・ROEの数値は、第2四半期の実績数値を通期換算しております。
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事業セグメント別業績

セラミックス事業

エンジニアリング事業

増収増益

増収増益

 セラミックス事業は、受注増により工場稼働率が改善し、売上原価率が低減したことで、セグメント利益が前年比99.7％増の801,595千円で
着地。

 エンジニアリング事業は、自動車・重機関連等を中心に設備投資が好調に推移したことで、セグメント利益が前年比45.7％増の138,699千円
で着地。

前年同期比2027年3月期 第2Q2026年3月期 第2Q

セラミックス事業

28.9%5,024,3313,899,113セグメント売上高

2.1%284,987279,195－機能性セラミックス

26.4%3,239,8632,563,228－耐摩耗セラミックス

44.7%1,393,556963,395－耐熱セラミックス

13.5%105,92493,293－理化学用陶磁器他

99.7%801,595401,411セグメント営業利益

+5.7pt16.0%10.3%セグメント利益率

エンジニアリング事業

14.9%1,633,3501,421,008セグメント売上高

55.3%409,308263,557－加熱装置

5.8%1,224,0411,157,450－計測機器・その他

45.7%138,69995,218セグメント営業利益

+1.8pt8.5%6.7%セグメント利益率

（単位：千円）
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179,091 133,369 229,039 279,195 284,987 

2,830,363 
2,591,970 2,517,699 2,563,228 

3,239,863 

994,531 
917,998 799,913 

963,395 

1,393,556 
97,915 

92,257 96,605 
93,293 

105,924 

22/9 23/9 24/9 25/9 26/9

機能性セラミックス 耐摩耗セラミックス 耐熱セラミックス 理化学用陶磁器他

14

セラミックス事業の実績

品種別売上高の推移

●主なマーケット

営業利益の推移

一般電子部品 化学 バイオ その他

構成比 59.1％ 構成比 5.6％ 構成比 5.0％ 構成比 4.0％ 構成比 2.8％ 構成比 23.5％

 主力の電子部品業界の市況回復に伴い、受注増による工場稼働率も改善。

 不採算製品の見直しに着手。

（千円） （千円）

4,101,903
3,735,596

3,643,258
3,899,113

5,024,331

( 2026年9月期）

499,777 
427,847 

283,923 

401,411 

801,595 

12.2% 11.5%

7.8%

10.3%

16.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

22/9 23/9 24/9 25/9 26/9

セラミックス事業営業利益 利益率

半導体 環境・エネルギー
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376,925 338,527 
453,014 

263,557 
409,308 

822,078 959,166 
835,270 1,157,450 

1,224,041 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

22/9 23/9 24/9 25/9 26/9

加熱装置 計測機器・その他
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エンジニアリング事業の実績

品種別売上高の推移 営業利益の推移

●主なマーケット

自動車・重機 一般電子部品 半導体

構成比 33.8％ 構成比 29.4％ 構成比 16.2％ 構成比 11.6％ 構成比 4.3％ 構成比 4.7％

環境・エネルギー その他

 自動車・重機関連等を中心に設備投資が好調に推移した結果、売上高が伸長。

 粗利益率は高水準を維持。計測機器・加熱装置の売上伸長により粗利金額も高水準を目指す。

（千円） （千円）

鉄鋼

1,199,003
1,297,694 1,288,285

1,421,008

1,633,350

( 2026年9月期）

42,114 
62,989 

84,523 
95,218 

138,699 3.5%

4.9%

6.6% 6.7%

8.5%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

22/9 23/9 24/9 25/9 26/9

エンジニアリング事業営業利益 利益率
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セラミックス事業

エンジニアリング事業

5,024,331千円

1,633,350千円

売上高
6,657,681千円

機能性セラミックス

284,987千円

耐摩耗性セラミックス

3,239,863千円

耐熱セラミックス

1,393,556千円

理化学用陶磁器他

105,924千円

セグメント別売上高構成比

加熱装置

409,308千円

計測機器・その他

1,224,041千円

セグメント別営業利益構成比

2026年9月末

セグメント別売上高・営業利益構成比

24.5%

営業利益
940,294千円

2026年9月末

エンジニアリング事業

138,699千円

セラミックス事業

801,595千円

14.8%

85.2%

4.3%

48.7%

20.9%

1.6%

6.1%

18.4%

75.5%
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四半期売上高・営業利益推移
（単位：千円）

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

セラミックス事業 エンジニアリング事業 営業利益

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2027年3月期
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（単位：千円）

2027年3月期
（第2Q）営業利益

940,294

2026年3月期
（第2Q）営業利益

496,630

セラミックス事業
売上増減

+1,125,217

セラミックス事業
売上原価増減
▲636,001

エンジニアリング事業
売上増減

+212,341

エンジニアリング事業
売上原価増減
▲146,076

販管費増減
▲111,816

営業利益増減要因
 セラミックス事業における主力の電子部品業界の市況が上昇基調傾向に伴い、受注増による工場稼働率も改善。

エンジニアリング事業は半導体・電子部品向けを中心に計測機器類が好調に推移。全社的には前年同期比89.3％増益の940,294千円とな

る。
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増減率26/9末26/3末増減率26/9末26/3末

△ 2.2%4,024,7634,115,384流動負債△ 0.2%10,976,89510,998,740流動資産

△ 1.1%2,241,0472,266,384買掛債務△ 6.4%3,872,0154,137,970現金預金

△ 21.0%400,000506,452短期借入金3.5%4,091,2293,952,865売掛債権

3.1%1,383,7161,342,548その他3.6%2,981,9412,877,223棚卸資産

9.3%656,979600,896固定負債3.3%31,70830,682その他

13.8％446,968392,821繰延税金負債

0.9%210,011208,074その他11.4%8,751,9147,854,491固定資産

6.4%15,047,06614,136,950純資産△ 1.6%4,724,4684,799,951有形固定資産

4.5%13,596,03713,004,555株主資本33.1%103,48477,768無形固定資産

28.1%1,451,0291,132,395評価・差額等31.8%3,923,9612,976,771投資その他

4.6%19,728,80918,853,231負債・純資産合計4.6%19,728,80918,853,231資産合計

B/S概要

・流動資産
棚卸資産 受注増加に伴う在庫増により

増加

・固定資産
有形固定資産 減価償却により減少

無形固定資産 システムの更新準備により

増加

投資その他 投資有価証券の評価増により

増加

・流動負債
買掛債務 仕入債務の支払いにより減少

・純資産
評価・差額等 投資有価証券評価増により

増加

（単位：千円）
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増減金額26/9末25/9末

424,107943,892519,784営業活動によるキャッシュ・フロー

498,616991,430492,814税引前当期純利益

9,733333,972324,239減価償却費

1,859△ 104,718△ 106,578棚卸資産の増減額

△ 86,101△ 276,792△ 190,690その他

△ 486,959△ 970,022△ 483,063投資活動によるキャッシュ・フロー

△ 106,594△ 431,611△ 325,017有形固定資産の取得

△ 380,365△ 538,411△ 158,046その他

574△ 239,824△ 240,398財務活動によるキャッシュ・フロー

224△ 132,588△ 132,813配当金の支払額

349△ 107,236△ 107,585その他

△ 62,278△ 265,955△ 203,677現金等の増減額

433,1403,872,0153,438,874現金等の期末残高

※キャッシュフロー計算書は、2027年3月期(第2Q)のデータを使用しています。

C/F概要

・営業ＣＦ
その他

増収による売上債権の増加に伴い減少
法人税等支払額の増加に伴う減少

・投資ＣＦ
有形固定資産の取得

主にセラミックス事業生産設備の新設
および更新

・財務ＣＦ
配当金の支払額

配当金11円

（単位：千円）



Copyrighting © NIKKATO CORPORATION. All Rights Reserved
21

株主還元（配当金）

予想実績

2027年
3月期

2026年
3月期

2025年
3月期

2024年
3月期

2023年
3月期

2721212423年間1株当たりの配当金

35.932.450.441.332.9配当性向（%）

配当金の推移

当社は、経営資源の効率的な運用で企業基盤と財務体質の強化を図り、株主のみなさまへの中期的な安定した配当の維持に努め、適正な利益還元

を行うことを基本としております。

利益配当につきましては、上記観点から配当性向は30～50％を目安として配当金を決定し、 株主のみなさまのご期待に沿うように努めてまいり

ます。

（単位：円） （単位：％）

（予想）

0.0
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2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期 2027年3月期

年間1株当たりの配当金 配当性向（%）

※当期の中間配当につきましては、当初1株当たり11円を予定しておりましたが、2026年9月18日開示致しました「第2四半期業績予想の修正並
びに通期業績予想の修正および 配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」にございます通り、1株当たり15円に変更いたしました。
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その他企業データ

従業員数の推移

EPSの推移 ROEの推移

研究開発費の推移
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2027年3月期業績予想4
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2027年3月期(予想）対予測比2027年3月期 第2Q(実績）2027年3月期 第2Q(予測）

売上比金額達成率売上比金額売上比金額

12,000,000102.4%6,657,6816,500,000売上高

75.7%9,080,000101.2%73.1%4,865,42974.0%4,810,000売上原価

14.2%1,700,00097.9%12.8%851,95713.4%870,000販売費及び一般管理費

10.2%1,220,000114.7%14.1%940,29412.6%820,000営業利益

10.8%1,290,000115.4%14.9%992,42813.2%860,000経常利益

7.5%900,000119.5%10.8%716,9449.2%600,000当期純利益

24

2027年3月期 業績予想

「CONNECT30」の達成を見据えて、持続的な成長の基盤の強化を最優先とし、取り組むべきことを決め、「まずやってみる」ことで、変化していく
ことが重要。売上高12,000百万円、営業利益1,220百万円を予想。

（単位：千円）

※当期の中間配当につきましては、2026年9月18日開示致しました「第2四半期業績予想の修正並びに通期業績予想の修正および 配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」にございます通り、
業績予想を変更しております。
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トピックス5
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トピックス

近年の健康志向の高まりから、食品業界ではこれまで以上に安

全安心が求められており、多様化するライフスタイルにも対応す

るため、商品開発には様々なアプローチが試されております。

日本の食品メーカーは、厳格な品質管理と高い安全性から、国

内だけでなく、ジャパンブランドとして海外でも高い評価を得て

おります。

食品市場への展開【YTZ ボール】R

当社のYTZ ボールは、電子部品や医薬品での高い信頼実績から、食品業界での用途も拡大しております。

YTZ ボールを使用し、粉末をより細かく粉砕したり、均一に調整したりすることで、これまでにない風味や彩を実現できる

ことが確認されております。

日本の伝統的な食文化のグローバル展開にも、当社製品は高い評価をいただいております。

R

R



https://www.nikkato.co.jp/

上記URLから、当社ホームページをご覧いただけます。

ご留意事項
本資料に記載いたしております業績予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通
しであり、多分にリスクや不確実な要素を含んでおります。実際の業績は、今後様々な要因によっ
て予想数値と異なる可能性があります。
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